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全
国
各
地
か
ら
多
数
の
組
合
員
が
参
加

三
分
科
会
で
も
熱
心
に
討
議

第
４４
回
全
国
公
衆
浴
場
業
者
石
川
県
大
会
は
十
月
七
日
（月
）
、
県
都
・金
沢
市

の

「金
沢
全
日
空
ホ
テ
ル
」
で
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
組
合
員
が
参
加
す
る
な
か
で

盛
大
に
開
か
れ
た
。
全
浴
連
の
西
田
副
理
事
長
の
開
会
宣
言
の
あ
と
、
開
催
地
の
石

川
県
浴
場
組
合
の
大
音
理
事
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
高
橋
全
浴
連
理

事
長
も
「実
り
あ
る
業
者
大
会
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
業
界
が
お
か
れ

て
い
る
厳
し
い
状
況
の
中
全
国
組
合
員
に
一層
の
結
束
強
化
を
呼
び
か
け
た
。

大
会
は
全
浴
連
の
村
上
常

務
理
事
が
司
会
を
つ
と
め
、

西
田
副
理
事
長
が
開
会
を
宣

言
、
開
催
地
で
あ
る
石
川
県

浴
場
組
合
の
大
音
理
事
長
が

別
項
の
通
り
挨
拶
を
述
べ
た
。

高
橋
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
厚
生
労
働
省
健
康
局

長
の
表
彰
に
移
り
、
受
賞
者

十
五
名
を
代
表
し
て
石
川
県

の
仲
村
克
己
氏
が
謝
辞
を
の

べ
た
。
全
浴
連
理
事
長
表
彰
は
三

十
五
名
で
、
石
川
県
の
源
田

昭
雄
氏
が
代
表
し
表
彰
状
を

受
け
取
っ
た
。

表
彰
の
あ
と
坂
口
厚
生
労

働
大
臣
（厚
生
労
働
省
健
康

局
生
活
衛
生
課
・
若
松
五
常

課
長
補
佐
代
読
）
、
谷
本
正

憲
石
川
県
知
事
、
山
出
保
金

沢
市
長
ら
の
来
賓
か
ら
挨
拶

が
あ
った
。

ま
た
、
来
賓
の
森
喜
朗
前

首
相
は

「住
宅
事
情
は
戦
後

大
き
く
変
わ
り
小
さ
い
な
が

ら
も
家
庭
に
風
呂
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
一方
で
は
ク
ア

ハ
ウ
ス
な
ど
大
型
の
施
設
も

で
き
て
、
浴
場
業
者
の
人
は

そ
の
間
に
は
さ
ま
れ
苦
労
し

て
い
る
。
物
価
統
制
令
で
料

金
を
お
さ
え
て
い
い
の
か
、

と
い
う
疑
問
も
あ
る
。
そ
う

か
と
い
っ
て
料
金
を
自
由
に

す
る
と
つ
り
あ
い
の
問
題
も

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ

銭
湯
は
栄
え
て
欲
し
い
し
、

地
域
の
オ
ア
シ
ス
に
な
れ
ば

…
」
と
予
定
時
間
を
オ
ー
バ

ー
し
て
語
っ
て
い
た
。

引
き
続
い
て
大
会
宣
言
、

決
議
が
採
択
さ
れ
、
さ
ら
に

大
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た

三
分
科
会
の
報
告
も
あ
り
有

意
義
な
大
会
と
な
っ
た
。

（分
科
会
の
内
容
は
２
面
）

大
会
終
了
後
、
懇
親
会
が

開
か
れ
、
愛
知
県
浴
場
組
合

の
林
理
事
長
の
開
会
の
言
葉

に
つ
づ
き
、
石
川
県
浴
場
組

合
大
音
理
事
長
、
全
浴
連
高

橋
理
事
長
が
挨
拶
。
大
会
旗

が
大
音
理
事
長
か
ら
高
橋
理

事
長
へ
、
さ
ら
に
次
の
大
会

開
催
地
と
な
る
東
京
の
関
副

理
事
長
へ
手
渡
さ
れ
た
。

大
音
石
川
県
組
合
理
事
長
挨
拶

全
国
各
地
か
ら
多
数
の

方
々
が
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
感
激
し
て
い
ま
す
。
景

気
は
底
ど
ま
り
と
い
わ
れ
て

ま
す
が
高
い
失
業
率
、
倒
産

件
数
を
み
る
と
今
だ
に
明
る

さ
の
見
え
な
い
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
。

私
達
の
業
界
に
つ
い
て
も

規
制
緩
和
の
名
の
も
と
に
、

大
型
店
の
進
出
、
あ
る
い
は

公
営
の
温
泉
入
浴
施
設
な
ど

が
進
出
し
て
厳
し
い
経
営
環

境
に
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
日
も
午
前
中
か
ら
分
科

会
で
地
域
の
中
心
に
な
っ
て

の
公
衆
浴
場
あ
り
方
に
つ
い

て
討
議
が
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
魅
力
あ
る
公
衆
浴
場

の
復
権
に
つ
な
が
る
こ
と
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
川
県
大
会
が
新
し

い
公
衆
浴
場
の
復
権
の
ス
タ

ー
ト
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
や
み
ま
せ
ん
。

大音與志雄石川県組合理事長

宣

言

日
本
人
の
長
い
歴
史
の
中

で
、
公
衆
浴
場
は
、
単
に
身

体
を
き
れ
い
に
す
る
と
い
う

機
能
面
だ
け
で
な
く
、
健
康

面
で
も
、
ま
た
、
楽
し
み
や

身
近
な
情
報
を
わ
か
ち
あ
う

場
と
し
て
も
社
会
的
役
割
を

十
分
に
担
っ
て
き
た
。

昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら

始
ま
っ
た
公
衆
浴
場
の
減
少

は
、
現
在
も
止
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
ず
、
ま
さ
に
危
機
的

状
況
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
こ
の
厳
し
い
状
況
を

打
開
す
る
た
め
に
は
、
利
用

者
の
増
加
を
図
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
今
後
の
経
営
に
不
可

欠
で
あ
る
工
夫
や
努
力
を
さ

ら
に
推
進
し
、
厳
し
い
経
営

環
境
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

公
衆
浴
場
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

公
衆
浴
場
は
親
し
み
や
す

い
生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ

ス
業
で
あ
る
と
い
う
意
識
の

も
と
に
、
健
康
長
寿
社
会
に

対
応
で
き
る
施
設
の
整
備
を

図
り
、
ま
た
、
身
だ
し
な
み

や
躾
な
ど
教
育
の
面
で
も
公

衆
浴
場
は
子
供
の
頃
か
ら
社

会
常
識
を
、
身
を
持
っ
て
覚

え
る
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場

で
も
あ
る
。

今
後
の
公
衆
浴
場
経
営
に

あ
た
っ
て
は
、
浴
場
の
も
つ

広
い
空
間
、
開
放
感
の
も
と

に
安
全
性
、
快
適
性
、
ふ
れ

あ
い
な
ど
を
利
用
者
に
対
し

積
極
的
な
広
報
活
動
を
行

い
、
社
会
的
、
公
共
的
役
割

を
果
た
す
努
力
を
し
て
い
き

た
い
。
本
日
こ
こ
に
、
平
成
十
四

年
度
全
国
公
衆
浴
場
業
者
石

川
県
大
会
に
お
い
て
一
致
団

結
、
総
力
を
結
集
し
て
施
設

確
保
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と

を
誓
う
。決

議

我
々
公
衆
浴
場
業
者
は
浴

場
業
の
公
共
性
に
か
ん
が

み
、
自
ら
が
積
極
的
な
経
営

努
力
を
行
い
、
施
設
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
使
命
達
成
の
た
め

次
の
事
項
の
実
施
と
実
現
を

期
す
。

・健
康
長
寿
社
会
を
め
ざ
し

た
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
実
施

・乳
幼
児
を
含
め
た
若
年
者

の
入
浴
促
進
を
図
る

・利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
魅
力
あ
る
生
活
密
着
型

公
衆
浴
場
の
構
築

・利
用
促
進
の
た
め
の
広
報

・宣
伝
事
業
の
強
化

・
公
衆
浴
場
業
に
対
す
る
国

及
び
地
方
公
共
団
体
の
助

成
策
の
充
実
強
化

・
公
衆
浴
場
業
に
対
す
る
相

続
税
・
固
定
資
産
税
の
軽

減
措
置

以
上
、
決
議
す
る
。

宣言を読み上げる道端勝氏
（石川県）

決議文を朗読する村上憲明
氏 （石川県）

萬古清風

島
津
製
作
所

（京
都
市
）
の

研
究
者
の
田
中

耕
一氏
が
日
本

企
業
研
究
者
で

初
め
て
の
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ

た
。
田
中
さ
ん
は
富
山
県
出

身
。
そ
の
隣
の
石
川
県
金
沢

市
内
の
金
沢
全
日
空
ホ
テ
ル

で
１０
月
７
日
に
地
元
業
者
の

方
々
の
ご
努
力
に
よ
り
、
第

４４
回
全
国
公
衆
浴
場
業
者
石

川
県
大
会
が
盛
況
の
内
に
開

催
さ
れ
た
▼
当
日
は
石
川
県

出
身
の
森
喜
郎
前
総
理
の
ご

出
席
挨
拶
を
戴
き
大
会
を
盛

り
上
げ
て
戴
い
た
。
大
会
に

先
立
ち
例
年
の
よ
う
に
分
科

会
三
委
員
会
が
開
か
れ
、
活

発
な
討
議
の
す
え
、
分
科
会

の
ま
と
め
を
各
委
員
長
が
意

見
集
約
を
し
大
会
会
場
で
三

委
員
長
か
ら
、
各
分
科
会
の

意
見
発
表
が
な
さ
れ
、
無
事

大
会
が
閉
会
致
し
ま
し
た
。

▼
石
川
県
浴
の
皆
様
に
は
大

変
ご苦
労
様
で
し
た
。
次
回

の
平
成
１５
年
度
全
浴
大
会
は

東
京
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
て
、
１０
月
２０
日
に
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
江
戸
開
府
４
０
０
年

に
当
り
、
歌
舞
伎
、
相
撲
、

湯
屋
と
記
念
す
べ
き
年
と
な

り
ま
す
。
東
京
で
の
開
催
は

２０
年
ぶ
り
の
大
会
と
な
り
、

ぜ
ひ
皆
様
方
に
は
東
京
大
会

に
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ

う
、
大
会
が
盛
況
の
内
に
執

り
行
な
わ
れ
る
よ
う
期
待
致

し
ま
す
。
我
々
業
界
は
年
々

転
廃
業
が
増
え
続
い
て
お

り
、
年
約
３
０
０
軒
近
く
の

浴
場
が
廃
業
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
庶
民
の
衛
生
面

を
守
る
湯
屋
の
火
を
絶
や
さ

な
い
よ
う
願
う
も
の
で
す
。

受
賞
者
を
囲
み

祝

宴

開

く

全
浴
連
は
表
彰
式
終
了
後

受
賞
者
と
記
念
写
真
を
と

り
、別
室
で
祝
宴
を
開
い
た
。

高
橋
理
事
長
は
受
賞
者
の

こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
い

「業
界
の
明
る
い
展
望
を
切

り
開
く
た
め
、
健
康
に
留
意

し
て
一層
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
挨
拶
。

受
賞
者
の
紹
介
の
あ
と
、

関
全
浴
連
副
理
事
長
の
音
頭

で
乾
杯
、
な
ご
や
か
に
歓
談

し
た
。

浴場業界

生
活
衛
生
功
労
者
表
彰
式

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
に
８
氏

中
央
会
理
事
長
表
彰
に
９
氏
が
受
賞

平
成
十
四
年
度
生
活
衛
生

功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
お
よ
び
全
国
生
活

衛
生
同
業
組
合
中
央
会
理
事

長
表
彰
が
十
月
二
十
三
日
、

東
京
・千
代
田
区
の

「ホ
テ

ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
」
で

行
わ
れ
た
。

厚
生
労
働
省
の
芝
田
生
活

衛
生
課
長
の
開
会
の
言
葉
に

続
き
、
高
原
健
康
局
長
が
坂

口
厚
生
労
働
大
臣
に
代
わ
っ

て

「本
日
は
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
生
活
衛
生
関
係

の
振
興
に
今
後
と
も
努
力
し

て
い
き
ま
す
」
と
挨
拶
を
の

べ
た
。
つ
づ
い
て
生
活
衛
生

功
労
者
百
九
十
一名
の
受
賞

者
の
読
み
あ
げ
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が

お
く
ら
れ
た
。
生
活
衛
生
功

労
者
の
受
賞
者
を
代
表
し
て

小
林
巳
之
一氏
か
ら
は
「心

を
新
た
に
し
て
、
今
後
も
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
精
進
し
ま

す
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。ま
た
、
全
国
生
活
衛
生
同

業
組
合
中
央
会
の
理
事
長
表

彰
も
行
な
わ
れ
百
八
十
七
名

が
表
彰
さ
れ
た
。
中
央
会
理

事
長
も

「皆
さ
ん
の
献
身
的

努
力
に
感
謝
し
て
ま
す
。
厳

し
い
状
況
か
ら
脱
皮
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

業
界
全
体
の
向
上
を
期
待
す

る
旨
の
発
言
も
あ
っ
た
。

な
お
、
浴
場
業
界
関
係
の

受
賞
者
は
別
項
（下
）
の
通

り
。

厚生労働大臣表彰受賞者

氏 名

坂 下 尭一

安岡 賢二

古屋 育男

夏 目 正也

鹿嶋 重晴

尾下 四郎

小早川慶四郎

築島 徹

役 職

岩 手県・常務理事

東京都哩 事

山梨 県・副理事長

長野県・理事長

兵庫県・理 事

奈 良県・副理事長

広島県・理 事

熊本 県・理 事長

生衛中央会理事長表彰受賞者

氏 名

本多 輝夫

村上 謙三

石原 弘司

松本 平一郎

平 孝盛

辻 重孝

岡峰 怜

川原 重夫

上田 保正

役 職

青 森 県・副理事長

東 京都・常務理事

東京都・理 事

京都府・監 事

大阪府・理 事

兵庫県・理 事

広 島 県・前 理事

徳島県・理事長

高知県・理 事

挨拶する高橋元彰全浴連理事長

高
橋
全
浴
連
理
事
長
挨
拶

格
段
に
厳
し
い
経
営
環
境

の
も
と
全
浴
連
の
在
り
方
に

つ
い
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

１
０
０
％
近
い
組
織
率
の
あ

る
組
合
を
今
後
と
も
維
持
し

て
い
く
た
め
の
方
策
に
つ

き
、
最
小
の
費
用
で
最
大
の

効
果
を
あ
げ
る
実
行
可
能
な

具
体
策
を
追
求
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

道
遠
し
と
の
感
が
あ
り
ま
す

が
、
努
力
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
。
次
に
少
子
高
齢
化
し
た
社

会
に
対
応
し
た
銭
湯
づ
く
り

で
す
。
従
来
は
多
数
の
入
浴

客
の
誘
致
を
基
本
と
し
て
発

想
し
て
き
ま
し
た
が
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

は

「量
」
よ
り

「質
」
へ
の

変
化
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
具
体
策

が
今
回
の
分
科
会
の
テ
ー
マ

で
あ
り
ま
す
。

何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は

業
の
基
本
と
し
て
の
安
全
性

の
確
保
、
例
え
ば
レ
ジ
オ
ネ

ラ
症
へ
の
万
全
の
対
策
で
あ

り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
よ
る

危
険
か
ら
の
防
止
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
人
と
人
と
の
ふ
れ

あ
う
場
に
ふ
さ
わ
し
い
状
況

の
設
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
へ
向
け
毛
の
真
し
な
経
営

者
の
努
力
こ
そ
が
地
域
の

人
々
へ
の
快
適
性
の
提
供
へ

と
な
っ
て
表
現
さ
れ
る
と
信

じ
る
も
の
で
す
。

セ
イ
フ
テ
ィ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
実
現

に
向
け
て
行
動
す
る
全
浴
連

を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。



大
会
で
表
彰
さ
れ
た
人
び
と
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ン
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公
衆
浴
場

の
あ
り
方
さ
ぐ
る

３
分
科
会

・意
見
発
表

石
川
県
業
者
大
会
は
盛
大

に
開
か
れ
た
が
、
大
会
に
先

立
っ
て
「地
域
に
根
ざ
し
た

公
衆
浴
場
は
何
を
す
べ
き

か
」
「健
康
長
寿
時
代
を
担

う
公
衆
浴
場
」
「乳
児
・
幼

児
お
よ
び
若
年
層
の
入
浴
促

進
に
役
立
つ
浴
場
作
り
」
の

三
分
科
会
に
わ
か
れ
、
熱
心

な
論
議
が
か
わ
さ
れ
た
。

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
討
論

内
容
は
次
の
と
お
り
。

Ａ
グ
ル
ー
プ

「地
域
に
根

ざ
し
た
公
衆
浴
場
は
何
を
す

べ
き
か
」
座
長
・
石
川
県
組

合
理
事

表
征
史
氏

○
地
域
行
政
と
の
緊
密
な
連

携
が
必
要
①
廃
熱
利
用
②
公

的
施
設
の
運
営
の
委
託
管
理

③
補
助
金
に
よ
る
町
お
こし
。

○
浴
場
業
の
経
営
者
の
自
覚

自
主
、
自
立
の
努
力
は
必

要
。
○
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
と
し
て

「銭
湯
」
を
定
着

さ
せ
る
。

○
福
祉
的
な
デ
イ
銭
湯
の
サ

ー
ビ
ス
と
健
康
老
齢
者
の
集

う
場
所
を
提
供
す
る
。

Ｂ
グ
ル
ー
プ

「健
康
長
寿

時
代
を
担
う
公
衆
浴
場
は
何

を
す
べ
き
か
」
座
長
・
北
海

道
組
合
理
事
長

小
西
廣
幸

氏○
行
政
の
財
政
悪
化
に
よ

り
、
老
人
の
無
料
入
浴
は
取

り
止
め

（大
阪
尼
崎
市
）
た

り
、
削
減
す
る
方
向
に
あ

る
。
○
老
人
無
料
入
浴
制
度
を
改

訂
し
、
東
京
都
・江
戸
川
区

の
一回
２
０
０

円

（半
額
）
、
金

沢
市
一回
３
５
０

円
の
う
ち
入
浴

者
に
１
０
０

円
負
担
し
て
も
ら
う

方
向
性
が
出
て
い
る
。

○
ハ
ー
ド
面
と
し
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
手
摺
り
、
そ
の
他

設
備
改
善
の
補
助
金
に
も
努

力
す
べ
き
で
あ
る
。
富
山
県

で
は
年
間
２
０
０

万
円
を
限
度
と

し
て
１
／
３、市
１
／
３

の
補
助
金

制
度
が
あ
る
。

Ｃ
グ
ル
ー
プ

「乳
児
・幼

児
、
若
年
層
の
入
浴
促
進
に

役
立
つ
浴
場
づ
く
り
」
座
長

・神
奈
川
県
組
合
副
理
事
長

北
橋
節
男
氏

○
体
験
入
浴
の
必
要
性
の
声

が
多
い
。
銭
湯
の
入
浴
習
慣

は
学
校
を
通
し
た
り
、
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
幼
い

頃
か
ら
つ
け
て
い
く
。

○
完
全
５
日
制
の
実
施
に
よ

っ
て
学
校
と
地
域
の
結
び
つ

き
に
銭
湯
が
役
立
っ
て
い

る
。
○
無
料
入
浴
も
よ
い
が
、
子

供
達
が
喜
ん
で
来
る
浴
場
作

り
が
大
事
で
あ
る
。

○
あ
ら
た
め
て
子
ど
も
の
目

線
で
銭
湯
を
ふ
り
か
え
っ
て

見
る
必
要
が
あ
り
、
地
域
と

の
結
び
つ
き
を
真
剣
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

分
科
会
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
グ

ル
ー
プ
の
座
長
は
大
阪
府
組

合
理
事
の
伊
賀
征
雄
氏
の
総

合
司
会
を
う
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
科
会
で
の
意
見
を
大

会
で
発
表
し
た
。

☆
平
成
１４
年
度
厚
生
労
働
省

健
康
局
長
表
彰
受
賞
者

朝
倉

勇
（北
海
道
・理
事
）

大
澤

智
（宮
城
県
・理
事
）

武
田

安
弘

（東
京
都
・
理

事
）
高
柳

末
夫

（愛
知
県
・
常

務
理
事
）

門
前

昌
一
（岐
阜
県
・
理

事
）
仲
村

克
己

（石
川
県
・
副

理
事
長
）

表

征
史
（石
川
県
・理
事
）

見
浦

丈
太
郎
（富
山
県
・

副
理
事
長
）

槙
田

牧
夫
（福
井
県
・
理

事
）
多
賀

健
治
（滋
賀
県
・理

事
長
）

高
田

博
次
（京
都
府
・
副

理
事
長
）

小
柳
津

正
博
（大
阪
府
。

理
事
）

大
東

輝
雄
（奈
良
県
・
理

事
）
辻
本

清
美

（和
歌
山
県
．

理
事
）

長
山

義
正
（高
知
県
・
副

理
事
長
）

以
上
１５
名

☆
平
成
１４
年
度
全
浴
連
理
事

長
表
彰
受
賞
者

林

千
治
（北
海
道
・理
事
）

深
川

孝
吉
（青
森
県
・常

務
理
事
）

横
田

孝
俊

（岩
手
県
・理

事
）

石
川

良
策

（秋
田
県
・
理

事
）
川
島

良
一
（埼
玉
県
・
理

事
）
田
島

経
夫
（埼
玉
県
・
理

事
）
宮
下

定
由
（群
馬
県
・理

事
）
長
沼

二
三
六
（千
葉
県
・

理
事
）

杉
山

勇
（千
葉
県
・理
事
）

佐
藤

清
志
（東
京
都
・理

事
）
岡
村

嘉
也
（東
京
都
・元

理
事
）

大
久
保

恵
夫
（神
奈
川
県

・
理
事
）

河
島

清
隆

（神
奈
川
県
・

理
事
）

宮
坂

美
恵
子
（長
野
県
・

理
事
）

西
村

き
み
子
（長
野
県
・

理
事
）

古
谷

節
子
（静
岡
県
・理

事
）
武
田

和
宏
（愛
知
県
・常

務
理
事
）

中
村

文
男
（愛
知
県
・理

事
）
源
田

昭
雄
（石
川
県
・
理

事
）
山
外

勝
隆

（石
川
県
・
理

事
）
前
田

正
儀

（福
井
県
・
理

事
）
沢

幸
造
（滋
賀
県
・理
事
）

高
村

諄
一
（京
都
府
・常

務
理
事
）

杉
村

健
二
（京
都
府
・理

事
）

井
上

隆
（大
阪
府
・理
事
）

清
水

正
一
（大
阪
府
・
理

事
）
大
島

外
治

（大
阪
府
・理

事
）
浜
本

征
夫

（兵
庫
県
・理

事
）
伊
藤

巖
（奈
良
県
・
理
事
）

山
崎

峻
明
（和
歌
山
県
・

元
理
事
）

稲
垣

徳
治
（徳
島
県
・元

理
事
）

藤
本

学
（高
知
県
。理
事
）

加
来

健
一
（大
分
県
・理

事
）
川
元

ハ
ル
ノ
（宮
崎
県
・

理
事
）

和
田
見

真
治
（鹿
児
島
県

・理
事
）

以
上
３５
名

（敬
称
略
）

２００２年

エ
イ

ズ

キ

ャ
ン

ペ
ー

ン

へ
の
協

力

方

に

つ
い
て

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
一九
八
八
年

に
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ

ズ
ま
ん
延
防
止
及
び
患
者
・

感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏

見
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
十
二
月
一
日
を
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
と
定
め
、
エ

イ
ズ
に
関
す
る
啓
発
活
動
等

の
実
施
を
提
唱
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
も
こ
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
毎
年
キ
ャ
ン
ベ

ー
ン
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て

い
る
が
、
本
年
も
厚
生
労
働

省
か
ら
全
国
浴
場
へ
の
ポ
ス

タ
ー
掲
出
依
頼
が
き
て
お

り
、
十
一月
初
め
に
各
都
道

府
県
組
合
宛
ポ
ス
タ
ー
を
発

送
い
た
し
ま
す
の
で
、
到
着

次
第
掲
出
を
お
願
い
し
た

い
。な
お
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出

は
約
一ケ
月

（十
二
月
中
旬

頃
ま
で
）
で
、
一浴
場
二
枚

（男
女
各
一枚
）
の
予
定
で

す
。組
合
員
各
位
に
お
か
れ
て

は
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

セ
ン
ト
ウ
紀
行

石
川
県
小
松
市
土
居
原
町
「さ
く
ら
湯
」

訪
問
す
る
前
日
は
県
都

・金
沢
で

「全
国
公
衆
浴

場
業
者
石
川
県
大
会
」
が

開
催
さ
れ
た
た
め
、
市
内

の
ホ
テ
ル
で
泊
ま
り
、
翌

朝
、
金
沢
駅
か
ら
小
松
駅

へ
と
向
か
っ
た
。
大
会
の

会
場
で
あ
ら
か
じ
め

「さ

く
ら
湯
」
の
ご
主
人
で
あ

る
清
水
伸
一さ
ん
か
ら
道

順
を
伺
っ
て
い
た
の
で
小

松
駅
西
口
を
出
て
、
駅
を

背
に
右
へ
５
０
０
ｍ
ほ
ど

歩
い
た
ら
県
道

（通
称
・

昭
和
通
り
）
に
面
し
て
淡

い
イ
エ
ロ
ー
の
三
階
建
て

の
ビ
ル
が
あ
る
。
一階
は

駐
車
場
に
な
っ
て
お
り
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
銭
湯
と

は
見
え
な
い
造
り
で
あ

る
。「
”都
市
型
温
泉
銭

湯
”
と
し
て
昨
年
の
二
月

に
新
装
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
」
と
手
作
り
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
示
し
な
が
ら
明

る
く
話
し
て
く
れ
る
。
地

元
の
小
松
市
の
区
画
整
理

事
業
（検
討
の
拡
幅
な

ど
）
に
よ
っ
て
現
在
地
に

移
る
こ
と
に
な
り
、
以
前

営
業
し
て
い
た
近
接
し
た

銭
湯
を
壊
し
て
新
装
オ
ー

プ
ン
の
運
び
に
な
っ
た
、

と
い
う
。

伸
一さ
ん
（４８
才
）
は

三
代
目
に
あ
た
る
が
、
初

代
は
昭
和
１７
年
に
既
存
の

浴
場
を
買
収
し
て
経
営
を

始
め
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

を
し
て
い
た
長
男
の
伸
一

さ
ん
は
二
代
目
の
父
上
が

亡
く
な
っ
た
た
め
３３
才
の

時
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
「
一時

は
い
ろ
い
ろ
悩
み
、
廃
業

す
る
こ
と
も
考
え
た
が
、

自
分
に
は
こ
れ
（銭
湯
）

し
か
な
い
と
決
心
し
た
」

と
い
う
。

新
築
す
る
に
あ
た
っ
て

は
資
金
面
で
も
苦
労
し
た

が
と
も
か
く
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

一階
は
１１
台
収
容
の
駐

車
場
と
ボ
イ
ラ
ー
室
、
二

階
が
銭
湯
、
三
階
が
自
宅

に
な
っ
て
い
る
。
「サ
ウ

ナ
設
備
も
考
え
た
が
費
用

面
で
見
送
っ
た
」と
い
う
。

浴
場
は
男
女
の
造
り
が

異
な
っ
て
い
る
た
め
、
一

週
間
ご
と
に
入
れ
替
え
す

る
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い

る
。
浴
場
①
は
タ
イ
ル
が

ブ
ル
ー
系
で
洋
風
な
感
じ

で
ジ
ャ
ク
ジ
ー
風
呂
が
あ

る
。
ま
た
浴
場
②
は
ブ
ラ

ウ
ン
系
で
和
風
調
、
露
天

風
呂
も
あ
る
。

「設
計
し
て
も
ら
う

時
、
高
齢
者
に
優
し
い
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
し
て
、
洗

面
の
と
こ
ろ
も
一人
当
た

り
の
ス
ペ
ー
ス
を
幅
広
く

し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設

置
し
ま
し
た
」
と
細
や
か

な
配
慮
を
欠
か
さ
な
い
。

訪
問
し
た
時
は
定
休
日

（火
曜
日
）
だ
っ
た
が
、

清
水
さ
ん
は
パ
ソ
コ
ン
に

凝
っ
て
お
り

「銭
湯
で
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た

の
は
県
内
で
私
が
二
番
目

で
す
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
手
造
り
で
す
」
と
貴

重
な
休
み
の
日
も
パ
ソ
コ

ン
操
作
で
過
ご
し
て
い
る

ほ
ど
だ
。

ま
た
、
「こ
こ
二
～
三

年
位
に
三
軒
廃
業
し
た

が
、
銭
湯
を
取
り
ま
く
状

況
は
厳
し
い
で
す
が
、
せ

っ
か
く
苦
労
し
て
オ
ー
プ

ン
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
女
房
と

二
人
で
地
域
に
密
着
し
た

銭
湯
を
続
け
た
い
」
と
力

強
く
語
って
く
れ
た
。

「さ
く
ら
湯
」
を
あ
と

に
小
松
駅
へ
向
か
っ
た
が

駅
の
右
前
に
は
大
き
な
囲

い
が
あ
り
工
事
中
で
看
板

を
見
る
と

「駅
周
辺
文
化

施
設
」

（小
松
市
）
と
あ

り
、
来
年
の
秋
に
は
オ
ー

プ
ン
す
る
、
と
い
う
。
さ

ら
に
Ｊ
Ｒ
の
高
架
化
事
業

も
進
ん
で
お
り
、
今
年
の

１１
月
中
旬
に
は
高
架
化
が

完
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

変
貌
す
る
小
松
駅
周
辺
の

中
で

「さ
く
ら
湯
」
の
発

展
を
期
待
し
た
い
。

小
松
市
土
居
原
町
一

〇
〇
－
六Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六
一
－

二
二
ー
五
〇
六
〇

一
般

貸

付

設

備

資

金

特
例

貸

付

振

興

事

業

貸

付

設

備

資

金

運
転
資
金

国民生活金融公庫 （生活衛生資金貸付）貸付利率表

（会社及び個人） 平 成１４年 １１月 １日現 在

融 資 の 種 類

下 記 以 外 の 設 備 資 金

特 定 の 設 備

市街地再開発事業施設

省エネルギー設備

衛生設備 等

福祉増進関連事業施設

環境対策関連施設

食品リサイクル施設

雇用安定等施設 （労働環境整備施設資金）

一般公衆浴場施設 ・設備

振 興 事 業 施 設 の う ち 特 定 設 備

振興事業施設の うち特定設備以外のもの

特
例

貸
付

福祉増進関連事業施設

環境対策関連施設

食品リサイクル施設

雇用安定等施設 （労働環境整備施設資金）

雇用安定等施設 （事業展開支援資金）（注２）

振興計画に従って営業を営むのに必要な資金

小 企 業 等 設 備 改 善 資 金 特 別 貸 付

生 活衛 生経営安定貸付 （運転資金円滑化資金）

生活衛生経営安定貸付 （運転資金円滑化資金を除く）

利 率 （注 １）

１．６～２．０％

０．９５～１．８５％

０．９５～１．６５％

０．９５～ １．６％

０．９５～ １．４５％

１．６～１．９％

０．９５～ １．８５％

１．６％

１．３％

１．６５％

１．６％

（注 １）貸付利率は貸付期間 ・使途により異なります。

（注 ２）運転資金も対象となります。

各都道府県組合事務所・代表者一覧表
平 成１４年 １１月 １日現在

県 名

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

埼玉県

群馬県

千葉県

東京都

神奈川県

山梨県

長野県

新潟県

静岡県

愛知県

岐阜県

三重県

石川県

富山県

福井県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

歌山鼻

岡山県

広島県

山口県

鳥取県

香川県

愛媛県

徳島県

高知県

福岡県

長崎県

佐賀県

大分県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

代 表 者 名

小 西 廣 幸

清 水 俊 雄

山 屋 隆

後 藤 登

能 登 清 平

杉 浦 清 蔵

門 馬 浩 二－

星 良 行

酒 井 弘 幸

吉 岡 藤 吉

廣 瀬 憲 治

高 橋 元 彰

山 下 眞 次

古 屋 文 也

夏 目 正 也

小 林 政 太

小 長 井 正

林 徳 男

林 克 己

森 下 晃 行

大 音 與 志 雄

吉 田 秀 治

竹 澤 明 則

多 賀 健 治

小 中 晃 司

西 田 実

山 本 勲

伊 藤 実

久 堀 和 夫

千 田 秀 弘

奥 河 内 武 人

吉 本 太一

川 木 勢 逸

永 木 茂

井 村 勝 利

川 原 重 夫

宮 本 昭 一

中 島 勝 美

松 井 末 寿

古 川 勝 己

宮 崎 奉 治

野 村 数 雄

新 原 正 人

田 中 秀 文
平 川 辰 生

〒

０６０－００４２

０３０－０８１２

０２０－００２５

９８１－０９１５

０１０－０８７７

９９０－００４７

９７５－０００７

３２３－００２５

３３６－００１１

３７６－００３１

２６０－０８５４

１０１－００３１

２３２－００２２

４００－００４３

３８０－０８０５

９５１－８０５４

４２０－００４２

４６０－００１２

５００－８３１４

５１４－０００６

９２０－０９１２

９３０－００３９

９１０－００２６

５２０－０８０６

６０４－８３８１

５４３－００７１

６５０－００１１

６３０－８１２３

６４０－８２６５

７００－０８２２

７３０－０８５６

７５０－００５１

６８０－００３７

７６０－００４９

７９０－００６５

７７０－０９４２

７８０－８００８

８１０－０００２

８５０－０９０３

８４０－０８１３

８７０－００１６

８６０－０８６３

８８９－４３０４

８９２－０８１５

９００－００１６

事 務 所 所 在 地

札幌市中央区大通西１６－２

青森市堤町２－６－９

盛岡市大沢川原３－１－２

仙台市青葉区通町１－６－９宮城県通町分庁舎

秋田市千秋 矢留町１－１９

山形市旅籠 町１－９－１４ 桃の湯内

原町市南町３－１２森の湯内

小山市城山町２－５－２１ 幸の 湯内

さいたま市高砂２－１－５

桐生市本町１－４－３５ 一の 湯内

千葉市中央区長洲２－９－６

千代田区東神田１－１０－２

横浜市南区高根町２－１０

甲府市国母 １－３－４ 国母温泉内

長野市柳町６４東の湯内

新潟市礎町通り上１ノ町１９２６

静岡市駒形通３－２－１ 桜湯内

名古屋市中区千代田３－９－１４

岐阜市鍵屋西町１－７５

津市広明町３４５－５ 三浴ビル

金沢市大手町２－２２

富山市東町３－２－１７

福井市光陽４－２－２６

大津市打出浜１３－２２滋賀県生衛会館内

京都市中京区西ノ京職司町６３

大阪市天王寺区生玉町９－３

神戸市中央区下山手通７－１－２１

奈良市三条大宮町１－１２奈良県生衛会館内

和歌山市小松原６－６－２３

岡山市表町３－１８－５２ 民生会館内

広島市中区河原町１－２６広島県環衛ビル５Ｆ

下関市大坪本町２４－１０

鳥取市元町３２９レンガ湯内

高松市八坂町２－１２

松山市宮西１－５－１１ 愛媛 県宮西ビル３Ｆ

徳島市昭和町１－８５ 柚木ビル３Ｆ

高知市潮新町２－９－６

福岡市中央区西中洲１１街区１３号

長崎市寄合町２－２７ 山頭温泉内

佐賀市唐人２－２－３７ 中将湯 内

大分市新川町１－７－３７ 河原内

熊本市坪井２－５－２８ 大福湯内

えびの市大字上江７４０田代温泉内

鹿児島市易居町３－２８号ヘルスプラザかごっまビル４
那覇市前 島１－１８－２４

電 話 番 号
０１１－６１１－９３４１

０１７－７３５－３８５３

０１９－６２２－３５２８

０２２－２７３－１３０９

０１８－８３２－５２３１

０２３－６２３－９０３７

０２４４－２３－４１０８

０２８５－２５－０３５６

０４８－８２２－５４００

０２７－７４４－４７０４

０４３－２２２－３８５８

０３－５６８７－２６４１

０４５－２３１－３３４１

０５５－２２４－６８０４

０２６－２３２－７２０８

０２５－２２２－２９２３

０５４－２５２－８９３＄

０５２－３２２－５７３５

０５８－２５２－１４５７

０５９－２２８－４２４０

０７６－２２１－２３７２

０７６－４２１－３９６８

０７７６－２２－２７６１

０７７－５２４－８５５４

０７５－８０１－１３０１～ ２

０６－６７７２－３１１２

０７８－３４１－２４７５

０７４２－３５－５０２６

０７３－４２２－１５０７

０８６－２３２－０９７６

０８２－２９３－７８４８

０８３２－２３－３７３９

０８５７－２２－４８７６

０８７－８２１－８２７１

０８９－９２４－６３７３

０８８－６５３－０７５５

０８８－８３１－２６７３

０９２－７６１－３６１２

０９５－８２６－７０４５

０９５２－２３－７０８４

０９７－５３２－９７４５

０９６－３４３－３３４０

０９８４－３３－４４７５

０９９－２２５－２６８３

０９８－８６２－２０９８
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企
業
と
生
業

風
呂
屋
の
オ
ヤ
ジ
の
日
々
往
来

第４００号平 成 １４年 １１月 １日全 国 浴 場 新 聞（第 ３種郵便物認可）（毎月 １回 １日発行 ）（３）

岡

嶋

武

夫

我
が
国
に
存
在
す
る
会
社

は
、
一
五
〇万
社
と
も
二
〇

〇
万
社
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。こ
の
数
は
休
眠
会
社
を
入

れ
る
か
、
入
れ
な
い
か
で
か

な
り
の
数
が
異
っ
て
く
る

し
、
我
々
の
ト
ー
チ
ャ
ン
、

カ
ー
チ
ャ
ン
会
社
も
こ
の
中

に
入
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
九
十
七
・

八
％
は
い
わ
ゆ
る
中
小
企
業

の
会
社
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ

る
大
会
社
と
い
わ
れ
る
も
の

は
、
二
・三
％
に
す
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。

一方
、
大
部
分
で
あ
る
中

小
会
社
と
い
っ
て
も
、
従
業

員
数
百
人
の
中
企
業
か
ら
、

従
業
員
二
、
三
人
の
零
細
小

会
社
ま
で
千
差
万
別
で
あ

る
。我
々
業
界
を
見
て
み
る

と
、
全
部
が
小
規
模
の
零
細

小
会
社
で
あ
る
、
従
業
員
は

家
族
で
あ
っ
て
他
人
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
。
戦
後
の
好
景

気
時
代
、
我
々
の
先
代
の
時

代
は
東
京
で
は
か
な
り
の
人

が
複
数
の
浴
場
を
持
っ
て
い

て
、
女
子
の
店
員
、
男
子
の

従
業
員
、
自
分
の
息
子
達
と

か
な
り
の
従
業
員
を
擁
し
て

い
た
。
そ
れ
が
、
相
続
等
に
よ
っ

て
規
模
が
縮
小
、
分
散
し
て

よ
り
小
規
模
に
な
っ
て
し
ま

った
。

昔
か
ら
、
個
人
の
商
人
は

生
業

（ナ
リ
ワ
イ
）
と
い
っ

て
家
業
と
し
て
子
供
が
世
襲

し
、
商
売
に
関
係
な
い
子
供

達
は
、
学
生
、
生
徒
で
あ
っ

て
も
家
業
を
手
伝
う
こ
と
が

あ
た
り
前
で
あ
った
。
も
ち

ろ
ん
無
報
酬
で
あ
る
。
こ
れ

が
本
来
的
な
生
業
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

生
業
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

は
、
生
業
は
食
え
る
だ
け
あ

れ
ば
収
支
が
赤
字
で
あ
っ
て

も
商
売
を
続
け
て
行
く
の
が

あ
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
。

い
わ
ば
資
本
を
食
っ
て
い

る
、
減
価
償
却
費
を
食
っ
て

い
る
、
正
当
な
る
報
酬
を
受

取
っ
て
い
な
い
等
で
あ
る
。

又
、
同
じ
生
業
で
も
技
術

を
要
す
る
商
売
は
早
く
か
ら

後
継
者
を
定
め
、
大
学
に
も

行
か
せ
ず
、
技
術
を
お
ぼ
え

さ
せ
る
の
で
あ
る
。
男
子
に

は
後
継
者
が
い
な
い
時
は
、

娘
に
従
業
員
の
う
ち
腕
の
良

い
者
を
む
ご
、
養
子
に
し
て

後
継
者
と
す
る
。

零
細
で
小
さ
く
と
も
会
社

組
織
と
な
っ
て
い
る
浴
場
会

社
は
、
家
族
、
子
供
と
い
え

ど
も
手
伝
っ
て
も
ら
え
ば
、

パ
ー
ト
と
し
て
報
酬
を
支
払

っ
て
も
良
い
の
で
あ
る
が
、

財
政
が
な
か
な
か
ゆ
る
さ
な

い
状
況
で
あ
る
。

社
長
の
意
識
の
中
に
は
、

会
社
と
い
って
も
税
務
申
告

上
の
こ
と
で
、
や
は
り
個
人

商
店
の
生
業
と
い
う
考
え
が

あ
ろ
う
。
生
業
と
い
う
と
生

活
第
一
主
義
で
い
か
に
支
出

を
押
さ
え
る
か
と
い
う
考
え

が
先
に
立
つ
。
企
業
と
な
る

と
発
展
性
、
安
定
性
、
収
益

性
が
先
に
な
る
。
浴
場
業
で

い
え
ば
、
改
修
に
お
金
を
か

け
て
、
き
れ
い
に
し
、
客
数

の
増
加
を
見
込
む
。
当
然
と

し
て
、
光
熱
費
、
従
業
員
が

増
加
し
、
給
料
や
経
費
が
か

さ
み
、
結
果
と
し
て
利
益
は

増
加
し
な
い
。

し
か
し
、
企
業
と
な
る
と

発
展
性
、
継
続
性
の
た
め
に

止
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

経
営
者
に
つ
い
て
も
企
業
の

中
か
ら
次
の
経
営
者
が
出
て

き
て
、
企
業
そ
の
も
の
は
永

く
存
続
す
る
。

生
業
の
場
合
は
、
家
業
で

あ
る
か
ら
、
息
子
が
継
が
な

け
れ
ば
そ
れ
で
終
り
と
な

り
、
店
主
や
妻
の
健
康
が
そ

こ
な
わ
れ
れ
ば
休
業
と
な
っ

て
し
ま
う
。

規
模
を
拡
大
し
て
従
業
員

を
雇
う
と
な
る
と
そ
れ
は
パ

ー
ト
と
な
り
、
そ
の
時
間
管

理
、
欠
勤
の
時
の
代
替
、
給

料
管
理
等
経
営
者
は
家
業
と

し
て
の
仕
事
よ
り
も
管
理
の

仕
事
の
方
に
重
点
が
か
か
っ

て
く
る
、
正
に
企
業
的
に
な

る
。こ
の
場
合
は
企
業
は
組
織

と
し
て
回
っ
て
く
る
の
で
代

替
り
と
か
社
長
の
健
康
等
は

生
業
程
深
刻
と
は
な
ら
な
い

が
、
浴
場
業
の
場
合
そ
れ
程

大
規
模
の
会
社
は
ほ
と
ん
ど

無
い
と
思
う
。

企
業
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

は
、
最
終
的
に
は
成
長
性
、

拡
大
性
を
図
り
、
再
生
産
の

た
め
に
利
益
追
求
を
目
的
と

し
、
株
主
に
配
当
を
行
う
こ

と
で
あ
る
。

我
々
零
細
小
会
社
で
あ
っ

て
も
、
再
生
産
の
た
め
の
利

益
や
、
株
主
で
あ
る
自
分
達

の
た
め
に
も
利
益
追
求
が
必

要
な
の
で
あ
る
。

企
業
は
他
と
比
較
す
る
場

合
、
良
く
年
商
い
く
ら
と
い

う
比
較
が
あ
る
、
浴
場
業
の

場
合
も
売
上
比
較
は
あ
る

が
、
売
上
が
大
き
く
て
も
支

出
も
大
き
け
れ
ば
収
益
は
小

規
模
浴
場
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な

っ
て
し
ま
う
、
た
だ
忙
し
い

だ
け
で
あ
る
。

管
理
の
問
題
と
な
る
と
従

業
員
の
給
料
、
時
間
外
労
働

や
、
厚
生
年
金
、
健
康
保
険
、

社
会
保
険
等
の
加
入
問
題
が

重
要
で
あ
る
。

個
人
で
事
業
を
行
って
い

る
生
業
の
場
合
は
、
同
居
の

親
族
、
家
事
使
用
人
は
労
働

基
準
法
の
適
用
外
と
な
っ
て

い
る
が
、
小
の
小
会
社
で
あ

る
浴
場
会
社
も
会
社
組
織
を

と
っ
て
い
る
と
、
同
居
の
親

族
と
い
う
概
念
は
な
く
な
る

の
で
労
働
基
準
法
の
適
用
と

な
る
。
浴
場
業
自
体
は
労
働
基
準

法
で
は
深
夜
業
が
認
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
労
働
自
体
は

問
題
と
は
な
ら
な
い
が
、
時

間
外
労
働
、
社
会
保
険
等
、

年
次
休
暇
、
女
子
労
働
等
の

関
係
が
で
て
く
る
。

そ
う
か
と
い
っ
て
、
今
さ

ら
会
社
営
業
を
個
人
営
業
の

生
業
に
代
え
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
今
で
も
頭
の
中
で

は
生
業
と
思
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

税
務
関
係
で
会
社
組
織
に

し
た
の
は
良
い
が
、
相
続
の

問
題
、
労
働
基
準
法
の
問

題
、
厚
生
年
金
加
入
の
問

題
、
社
会
保
険
加
入
の
問
題

等
商
売
以
外
の
事
で
頭
の
痛

い
問
題
で
あ
る
。

だ
か
ら
生
業
が
良
い
と
な

る
と
、
現
在
の
経
営
者
の
健

康
と
後
継
者
の
問
題
抜
き
に

は
生
業
は
語
れ
な
い
の
で
あ

る
。（東
浴
信
組
・常
勤
理
事
）

銭
湯
浪
漫
（
Ⅸ
）

大
熊
タ
ケ
ナ
リ

銭
湯
を
継
い
で
、
二
十
八

年
。
お
湯
銭
が
７５
円
の
時
に

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
、
４
０
０

円
で
す
。
こ
の
間
、
番
台
が

カ
ウ
ン
タ
ー
に
、
玄
関
が
ロ

ビ
ー
に
、
サ
ウ
ナ
・
ラ
ド
ン

・
寝
風
呂

・
露
天
風
呂
…
…

と
、
大
き
な
変
革
を
遂
げ
ま

し
た
。
今
日
は
、
雨
水
利
用
で
、

世
界
的
に
有
名
な
墨
田
区
の

浴
場
に
行
き
ま
し
た
。
平
成

６
年
、
世
界
１７
ケ
国
か
ら
、

８
、
０
０
０
人
が
参
加
し
た

「
雨
水
利
用
東
京
国
際
会

議
」
で
は
、
す
ば
ら
し
い
交

流
が
行
わ
れ
、
全
国
初
の
雨

水
タ
ン
ク
助
成
制
度
が
、
始

め
ら
れ
ま
し
た
。

雨
水
利
用
浴
場
の
入
口
の

横
に
、
地
蔵
尊
が
あ
り
、
近

所
の
人
の
打
ち
水
用
に
と
、

雨
水
ポ
ン
プ
が
設
け
て
あ
り

ま
す
。
屋
根
か
ら
の
堅
樋
の

途
中
に
、
フ
ィ
ル
タ
ー
付
取

水
継
ぎ
手
を
取
り
付
け
、
タ

ン
ク
に
導
き
ま
す
。
銭
湯
の

大
屋
根
で
す
と
、
３０
ミ
リ
の

降
水
で
、
ー
ト
ン
の
雨
水
が

貯
ま
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
雨
水
の
お
風
呂

か
と
、
じ
っ
く
り
湯
舟
に
つ

か
っ
て
い
る
と
、
昔
、
祖
母

か
ら
聞
か
さ
れ
た
、

「背
負

い
水
」
の
話
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

－
－

人
は
、
計
ら
ず
も
、

一
生
に
、
使
え
る
水
の
量

が
、
決
ま
っ
て
い
る
。
産
湯

か
ら
、
死
に
水
ま
で
。
－
－

「節
水
の
教
え
」
私
た
ち
は
、

つ
い
湯
水
の
如
く
浪
費
し
ま

す
が
、
日
本
人
全
員
が

一
人

一
日

一
リ
ッ
ト
ル
節
水
す
る

と
、
ダ
ム
が

一
ヶ
所
不
要
に

な
る
と
、
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
水
を
商
い
す
る
も
の
と

し
て
、

「節
水
」
の
大
切
さ

を
考
え
つ
つ
、
そ
の
日
の
帰

り
道
も
、
格
別
、
爽
や
か
で

あ
り
ま
し
た
。

（東
浴
荒
川
青
年
会
）

粋
や
洒
落
が
な
く
な
る
ね
え星
野

剛

お
客
さ
ん
か
ら
本
を
お

借
り
し
た
。
貸
し
て
く
れ

た
の
は
７０
歳
過
ぎ
の
お
ば

ち
ゃ
ん
。
ご
主
人
が
１
年

ほ
ど
前
に
亡
く
な
り
、
そ

の
遺
品
の
中
に
芸
能
に
関

す
る
本
が
山
ほ
ど
も
あ
っ

た
が
、
身
内
の
も
の
は
誰

も
興
味
を
示
さ
な
い
。

で
、
よ
か
っ
た
ら
ア
タ
シ

に
読
ん
で
く
れ
な
い
か
、

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「古
川
ロ
ッ
パ
日
記
」
な

ど
数
冊
を
お
持
ち
く
だ
さ

っ
た
が
、
そ
の
中
に

「芸

人
そ
の
世
界
・
永
六
輔
著

・
文
芸
春
秋
」
が
あ
っ
た
。

こ
れ
が
ま
た
滅
法
お
も
し

ろ
い
ん
だ
。

永
六
輔
が
芸
人
の

「粋

シ
ャ
レ
、
ユ
ー
モ
ア
」
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
、
芸

人
と
は
な
ん
ぞ
や
と
、
昨

今
の
芸
ノ
ー
人
と
呼
ば
れ

る
連
中
を
痛
烈
に
批
判
し

て
い
る
一冊
で
も
あ
る
。

昭
和
４４
年
の
刊
行
で
登
場

人
物
も
古
い
が
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
ご
紹
介
し
よ
う
。

★
あ
る
歌
舞
伎
役
者
の
と

こ
ろ
に
藤
山
寛
美
か
ら
楽

屋
見
舞
い
が
届
い
た
。
届

い
た
の
は
美
し
い
芸
者
で

そ
の
衿
に

「楽
屋
見
舞
」

と
書
い
て
あ
っ
た
。

★
曽
我
廼
家
蝶
六
の
殺
し

文
句
。
「あ
ん
た
、
な
ん

で
私
の
好
き
な
顔
に
生
ま

れ
て
き
や
は
っ
た
」

★
先
代
・
鈴
々
舎
馬
風
が

刑
務
所
の
慰
問
に
出
か
け

て
囚
人
の
前
で
第

一
声
。

「
エ
ー
、
満
場
の
悪
人
諸

君
－
」
ど
う
？
、
こ
ん
な
話
が

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る

本
な
ん
だ
が
、
そ
ん
な
中

で
次
の
様
な
く
だ
り
が
あ

っ
た
。

「昭
和
４６
年
８
月
１
日
、

徳
川
夢
声
が
死
ん
だ
。

『
話
芸
の
神
様
逝
く
』
の

見
出
し
が
各
紙
を
か
ざ
っ

た
。
話
芸
の
神
様
と
は
何

を
い
う
の
だ
ろ
う
。
誰
も

が
い
う
こ
と
は
『間
』
の

う
ま
さ
で
あ
る
。
活
動
弁

士
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

徳
川
夢
声
は
他
の
弁
士
が

い
か
に
喋
る
か
を
努
力
し

て
い
る
と
き
に
い
か
に
黙

る
か
を
工
夫
し
た
。
い
か

に
黙
る
か
と
い
う
こ
と
は

い
か
に
『間
』
を
お
く
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
今
日
の
芸
能
界
で
は

ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
、
ス
ッ
ト
ン
キ

ョ
ー
な
声
で
ベ
ラ
ベ
ラ
や

れ
ば
と
り
あ
え
ず
は
仕
事

に
あ
り
つ
け
る
の
だ
か
ら

世
の
中
変
わ
っ
た
」

ほ
ん
と
、
ア
タ
シ
も
ま

っ
た
く
同
感
だ
。
そ
こ
で

今
日
は
、
生
意
気
に
も
永

六
輔
の
尻
馬
に
の
って
み

よ
う
と
思
っ
た
次
第
。

ま
ず
、
ア
タ
シ
は
風
呂

屋
の
オ
ヤ
ジ
だ
か
ら
芸
の

間
が
ど
ん
な
も
の
か
は
正

直
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し

か
し
ベ
テ
ラ
ン
の
落
語
、

漫
才
を
聞
い
て
い
る
と
な

ん
と
な
く
話
芸
は
間
だ
な

と
は
思
う
ん
だ
。

例
え
ば
古
典
落
語
の
同

じ
噺
を
二
人
の
噺
家
か
ら

聞
い
た
場
合
、
一方
は
面

白
く
て
他
方
は
ま
っ
た
く

笑
え
な
い
こ
と
が
よ
く
あ

る
。
力
の
違
い
、
つ
ま
り

は

「間
」
の
巧
拙
な
ん
で

あ
ろ
う
。
漫
才
に
し
て
も

同
じ
で
あ
る
。
「ネ
タ
は

い
い
ん
だ
が
な
あ
」
と
思

う
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ
。

そ
れ
で
も
寄
席
芸
人
と

し
て
励
む
人
達
は
修
行
と

い
う
年
数
と
と
も
に
そ
れ

相
応
に
芸
も
身
に
つ
い
て

く
る
。
ひ
ど
い
の
は
テ
レ

ビ
の
世
界
で
ふ
ざ
け
て
い

る
連
中
だ
。

喜
劇
の
世
界
が
な
く
な

り
「お
笑
い
」
と
い
う
よ

く
わ
か
ら
ん
ジ
ャ
ン
ル
の

中
で
棲
息
し
て
い
る
手
合

い
の
な
ん
と
ま
あ
お
粗
末

な
こ
と
か
。
一応
、
話
芸

の
出
と
な
っ
て
い
な
が
ら

間
も
テ
ン
ポ
も
ヘ
ッ
タ
ク

レ
も
な
い
、
た
だ
わ
め
い

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ

れ
は
も
う

「ふ
ざ
け
」
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
の

「ふ
ざ
け
」
を
面

白
い
と
笑
っ
て
く
れ
る
若

者
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
マ

ト
モ
に
聞
い
た
ら
情
け
無

い
ほ
ど
笑
え
な
い
。

今
の
芸
能
界
、
テ
レ
ビ

が
主
流
で
あ
る
。
そ
し
て

テ
レ
ビ
に
し
が
み
つ
く
大

多
数
が
芸
と
は
無
縁
の
若

年
層
で
あ
る
。
で
、
視
聴

率
絶
対
の
テ
レ
ビ
界
は
、

「
な
ん
だ
っ
て
構
わ
ん
、

数
字
が
取
れ
た
ら
そ
れ
が

い
い
番
組
に
な
る
ん
だ
」

と
、
テ
レ
ビ
の
言
う
こ
と

な
ら
す
べ
て
Ｏ
Ｋ
の
若
者

を
操
り
、
軽
さ
、
悪
の
り

で
ギ
ャ
ア
、
ギ
ャ
ア
わ
め

く
こ
と
が
芸
で
あ
る
と
洗

脳
し
て
い
く
。
わ
び
し
い

こ
と
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
の
中
に

「芸
人

の
世
界
」
が
な
く
な
っ
て

い
く
。
す
べ
て
を

「バ
ラ

エ
テ
ィ
」
の
言
葉
で
ひ
っ

く
く
っ
て
愚
に
も
つ
か
な

い
番
組
が
の
さ
ば
っ
て
い

る
ご
時
世
だ
。
そ
し
て
何

よ
り
も
つ
ま
ら
ん
の
は
、

こ
れ
ら
の
番
組
に
出
演
し

て
る
輩
が
み
る
者
の
思
惑

も
考
え
ず
「テ
メ
エ
達
だ

け
が
面
白
が
っ
て
騒
い
で

い
る
」
こ
と
で
あ
る
。
さ

ら
に
こ
ん
な
バ
カ
騒
ぎ
を

「ギ
ャ
グ
」
の
言
葉
で
片

付
け
、
ド
ウ
ダ
オ
モ
シ
ロ

イ
ダ
ロ
ウ
と
言
わ
ん
ば
か

り
な
ん
だ
か
ら
ア
ホ
ら
し

く
な
る
。

テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
日
本

の
文
化
が
形
づ
く
ら
れ
て

い
く
今
日
の
状
況
で
は
、

も
う
本
物
の
芸
人
が
育
た

な
い
の
で
は
な
い
か
。

次
代
の
日
本
の
文
化
を

支
え
て
い
く
若
者
が
テ
レ

ビ
の
軽
薄
な
「お
笑
い
」

に
毒
さ
れ
て
い
る
限
り
、

「粋
、洒
落
、
ユ
ー
モ
ア
」

が
ど
ん
ど
ん
遠
く
へ
い
っ

て
し
ま
う
よ
う
だ
ー

。

と
ま
あ
、
風
呂
屋
の
オ

ヤ
ジ
が
知
り
も
し
ね
え
芸

に
つ
い
て
慨
嘆
し
た
ん
だ

け
ど
、
ア
ン
タ
も
そ
う
思

わ
な
い
？
。
エ
ッ
、
テ
レ

ビ
は
最
高
に
面
白
い
？
。

今
時
イ
キ
だ
、
シ
ャ
レ
だ

な
ん
て
リ
キ
ん
で
い
る
お

前
さ
ん
が
古
過
ぎ
る
ん
だ

っ
て
？
。
ウ
ー
ン
、
そ
う

い
う
ご
時
世
か
。

（
東
京
都
浴
組
）



再
刊
４
０
０
号
に
寄
せ
て

第 ４０ ０号 （毎月 １回 １日発行 ） （第３種郵便物認可） 全 国 浴 場 新 聞 平成 １４年 １１月 １日 （４）

日

々
の
継
続

こ
そ
が
力
な
り

昭
和
四
十
四
年
八
月
一

日
、
再
刊
第
一号
と
し
て

の
発
刊
以
来
、
本
月
号

（平
成
十
四
年
十
一月
一

日
）
を
も
っ
て
四
〇
〇
号

を
数
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。全
国
浴
場
新
聞
の
前
身

と
も
い
う
べ
き

「全
日
本

浴
場
新
聞
」
が
休
刊
に
至

った
経
緯
に
つ
い
て
は
一

切
の
公
表
が
な
く
、
休
刊

と
い
う
事
実
の
み
が
残
っ

て
い
る
。
隠
さ
れ
た
事
情

が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
出
来
る
こ
と

な
ら
、
正
史
で
は
な
い
外

史
で
そ
の
間
の
状
況
・内

容
を
知
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
と
願
っ
て
い
る
。
語
り

部
の
む
登
場
を
期
待
し
て

い
る
。
再
刊
第
一
号
で
は
、
公

告
の
形
式
を
採
用
し
、
組

合
員
に
と
っ
て
は
全
浴
唯

一
の
広
報
紙
、
弘
報
紙
の

刊
行
へ
の
止
み
が
た
い
期

待
と
極
め
て
熱
き
情
熱
を

も
っ
て
一新
し
て
の
出
直

し
た
発
刊
へ
の
決
意
を
の

べ
て
い
る
。
そ
れ
が
今
日

ま
で
四
〇
〇
号
が
継
続
さ

れ
た
理
由
で
あ
る
と
確
信

し
て
い
る
。

「四
〇
〇
号
」
と
一言

で
表
現
す
る
が
三
十
三
年

間
余
の
期
間
を
要
し
て
い

る
。
こ
の
永
き
に
わ
た
っ

て
担
当
業
務
を
担
っ
て
こ

ら
れ
た
多
く
の
関
係
者
の

皆
様
に
敬
意
と
謝
意
を
表

す
る
も
の
で
あ
る
。

四
〇
〇
号
の
歴
史
を
振

り
返
っ
て
、
時
々
刻
々
の

流
れ
を
み
よ
う
と
し
た
と

き
、
平
成
九
年
に
刊
行
さ

れ
た
縮
刷
版
は
大
変
有

益
、
有
効
な
資
料
と
な
っ

た
。
こ
の
発
行
に
着
手
し

た
と
き
、
第
一号
、
第
二

号
紙
な
ど
は
す
で
に
荒
廃

が
進
ん
で
、
保
存
す
る
に

極
め
て
困
難
な
状
態
と
な

っ
て
い
た
。
ま
さ
に
タ
イ

ム
リ
ー
な
企
画
で
あ
っ
た

と
思
う
。
そ
の
こ
と
を
考

え
る
と
平
成
十
年
以
降
の

も
の
に
つ
い
て
も
、
近
々

に
縮
刷
版
を
印
刷
す
る
こ

と
が
銭
湯
の
歴
史
を
伝
え

る
証
人
と
し
て
重
要
な
こ

と
で
あ
ろ
う
。
実
現
に
向

け
て
組
合
員
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
。

こ
こ
で
四
〇
〇
号
に
至

る
節
目
節
目
の
記
事
を
拾

っ
て
み
た
い
。

再
刊
第
一号
の
一面
ト

ッ
プ
記
事
は
、

「団
結
の

意
気
高
ら
か
に
政
策
の
新

展
開
を
要
望
、
第
四
九
回

全
国
大
会
で
決
議
」
が
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
当

時
の
業
界
の
意
気
ま
さ
に

軒
昂
で
あ
る
。

昭
和
五
十
二
年
十
一月

一
日
、
第
一
〇
〇
号
で
は

「確
保
対
策
推
進
研
究
委

員
会
が
発
足
」
と
一
面
ト

ッ
プ
で
報
じ
、
本
年
度
テ

ー
マ
は
「経
営
と
助
成
」

で
年
度
末
の
三
月
ま
で
に

報
告
書
を
作
成
と
記
さ
れ

て
い
る
。
近
づ
き
つ
つ
あ

る
経
営
不
安
の
足
音
を
聴

く
想
い
が
す
る
。

昭
和
六
十
一年
三
月
一

日
、
第
二
〇
〇
号
で
は
、

「事
業
の
拡
充
を
強
化
」

と
の
見
出
し
に
並
ん
で
、

「大
型
浴
場
問
題
を
協

議
」
と
し
て
い
る
。
現
在

で
も
抱
え
る
古
く
て
新
し

い
問
題
が
伝
わ
っ
て
く

る
。平
成
六
年
七
月
一日
、

第
三
〇
〇
号
で
は
、
全
浴

連
理
事
会
で
「料
金
、
規

制
な
ど
意
見
を
交
換
」
と

な
っ
て
い
て
、
現
今
の
課

題
が
そ
の
ま
ま
議
論
さ
れ

二
重
写
し
と
な
っ
て
か
い

ま
見
え
て
く
る
。

そ
の
他
時
代
を
映
し
出

し
て
い
る
特
筆
す
べ
き
い

く
つ
か
の
記
事
を
６
紹
介

す
る
。
昭
和
四
十
八
年
十
二
月

一日
、
第
五
三
号
で
は
、

「厚
生
省
、
料
金
算
定
方

式
を
通
達
」
と
し
て
総
括

原
価
へ
統
一移
行
を
伝
え

て
い
る
。

昭
和
四
十
九
年
一月
一

日
、
第
五
四
号
で
は
、
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
の
悲
鳴

が
聞
こ
え
る
「重
油
獲
得

を
め
ざ
し
て
総
決
起
大

会
」
の
見
出
し
が
踊
っ
て

い
る
。
昭
和
五
十
六
年
六
月
一

日
、
第
一
四
三
号
で
は
、

業
界
の
憲
法
と
も
い
う
べ

き
確
保
法
の
成
立
を
高
ら

か
に
誇
ら
し
げ
に
伝
え
て

い
る
。
「業
界
の
悲
願
つ

い
に
達
成
」
と
の
見
出
し

に
、
法
律
成
立
に
尽
力
、

邁
進

さ
れ
た
業
の
先
人
達

の
ご
努
力
に
頭
が
下
る
想

い
で
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
て
い
る
。
枚
挙
す
べ

き
記
事
は
多
い
が
紙
面
の

制
約
上
割
愛
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
本
日
四
〇
〇
号
を
お
届

け
す
る
に
当
た
り
、
前
述

し
た
よ
う
に
幾
多
の
試
練

を
乗
り
越
え
た
成
果
で
あ

る
こ
と
を
銘
記
し
た
い
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
ま

ず
は
五
〇
〇
号
へ
向
け
て

の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
業
の
継

続
、
発
展
に
有
効
有
用
な

広
報
紙
、
弘
報
紙
で
あ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
極

め
て
厳
し
い
社
会
、
経
済

の
環
境
下
に
あ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
「銭
湯
の
復
権
」

へ
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。今
、
そ
の
処
に
あ
る
も

の
す
べ
て
が
深
い
想
い
を

も
って
努
め
る
こ
と
が
問

わ
れ
て
い
る
。
い
い
古
さ

れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が

「日
々
の
継
続
こ
そ
が
力

で
あ
る
」
四
〇
〇
号
の
祝

意
と
新
た
な
旅
立
ち
の
決

意
を
も
っ
た
記
念
号
に
よ

せ
る
言
葉
と
す
る
。

（全
浴
連
理
事
長

高
橋

元
彰
）

全

浴
連

の
歩
み

第
三
期

（昭
和
５３
年
～
６３
年
）

修
正
の
要
点
は
、
調
整
事

業
に
つ
い
て
、
区
域
を
は
ず

し
、
適
正
化
基
準
の
入
念
規

定
を
削
除
す
る
こ
と
と
技
能

の
検
定
を
技
能
の
審
査
に
変

え
る
こ
と
、
環
境
衛
生
同
業

組
合
の
小
組
合
に
つ
い
て
は

承
認
す
る
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た
。
全
国
環
衛
中
央
会
は
協
議

の
結
果
同
修
正
案
の
応
諾
を

回
答
し
、
十
月
二
十
六
日
自

由
民
主
党
、
新
自
由
ク
ラ

ブ
、
民
社
党
、
公
明
党
、
社

会
党
の
五
党
提
案
の
形
で
社

会
労
働
委
員
長
提
案
に
切
り

換
え
、
社
労
委
員
会
で
全
会

一致
の
賛
成
に
よ
り
採
択
し

可
決
し
た
。

そ
の
後
改
正
案
は
、
五
十

四
年
二
月
十
三
日
、
社
会
労

働
委
員
長
提
案
に
よ
り
衆
議

院
本
会
議
で
可
決
し
、
直
ち

に
参
議
院
に
送
付
さ
れ
、
五

十
四
年
三
月
三
十
日
、
参
議

院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
成
立

し
た
。
改
正
法
律
は
、
五
十
四
年

四
月
十
一日
に
公
布
、
同
年

九
月
十
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
。今
回
の
環
衛
法
改
正
は
、

業
界
の
永
年
に
わ
た
る
悲
願

で
あ
り
、

一、
環
衛
業
の
現
状
に
即
し

て
、
適
正
化
規
程
に
期
間
を

附
す
こ
と
、
適
正
化
規
程
を

地
域
を
限
っ
て
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
等
、
組
合
の
調

整
事
業
に
改
善
が
み
ら
れ
た

こ
と
。

二
、
環
衛
業
の
共
同
経
済
事

業
を
促
進
し
、
中
小
企
業
の

経
済
的
地
位
の
改
善
向
上
を

図
る
た
め
、
環
境
衛
生
同
業

小
組
合
制
度
が
新
設
さ
れ
た

こ
と
。

三
、
環
衛
業
の
振
興
を
計
画

的
に
進
め
る
た
め
に
、
厚
生

大
臣
が
振
興
指
針
を
定
め
る

こ
と
、
認
定
を
受
け
た
振
興

計
画
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実

施
に
必
要
な
資
金
の
あ
っ
せ

ん
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が

講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
。

四
、
環
衛
業
の
経
営
の
健
全

化
、
衛
生
施
設
の
改
善
に
つ

い
て
の
相
談
、
指
導
、
情
報

の
提
供
、
消
費
者
の
苦
情
処

理
な
ど
を
行
う
た
め
に
、
都

道
府
県
環
境
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー
、
全
国
環
境
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
を
設
け

る
こ
と
。

五
、
全
国
指
導
セ
ン
タ
ー

は
、
消
費
者
の
選
択
の
利
便

を
図
る
た
め
、
営
業
者
が
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
表

示
を
適
切
に
行
う
こ
と
な
ど

を
内
容
と
し
た
標
準
営
業
約

款
を
作
成
し
、
こ
の
標
準
営

業
約
款
に
そ
って
営
業
を
行

お
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府

県
指
導
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す

る
こ
と
。

等
が
実
施
さ
れ
、
振
興
計
画

も
環
衛
十
六
業
種
の
う
ち
十

四
業
種
が
認
定
さ
れ
、
公
衆

浴
場
と
氷
雪
販
売
業
が
実
施

さ
れ
て
お
ら
ず
、
厚
生
省
は

平
成
元
年
度
に
公
衆
浴
場
が

振
興
計
画
を
打
ち
出
す
よ
う

要
望
し
て
い
る
。
全
浴
連
と

し
て
は
、
現
在
我
々
に
は
確

保
法
が
あ
る
の
で
、
現
状
の

ま
ま
で
は
、
振
興
計
画
を
策

定
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い

が
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て

生
き
残
る
た
め
に
は
、
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は
必
要
で

あ
る
の
で
多
角
化
等
を
含
め

て
、
よ
り
効
果
が
あ
が
る
な

ら
ば
振
興
計
画
の
策
定
も
必

要
で
あ
る
と
し
て
、
現
在
検

討
委
員
会
で
審
議
中
で
あ

る
。公

衆
浴
場
の
確

保
の
た
め
の
特

別
措
置
に
関
す

る
法
律
制
定
の

経
過
国
民
の
日
常
生
活
に
と
っ

て
不
可
欠
で
あ
り
、
極
め
て

公
共
性
の
高
い
公
衆
浴
場
の

施
設
確
保
は
、
国
民
の
保
健

衛
生
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
利
用
者
の
利
便
を
確
保

す
る
た
め
、
重
要
な
社
会
的

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
五
十
三
年
三
月
三
十
一

日
の
代
表
者
会
議
に
お
い
て

「公
衆
浴
場
の
施
設
確
保
等

に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
を

議
題
と
し
て
検
討
し
た
結

果
、「公
衆
浴
場
の
施
設
確
保

等
に
関
す
る
請
願
」
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
た
。
第
八
四

国
会
に
二
十
四
万
人
の
署
名

簿
を
添
え
て
衆
参
両
国
会
に

提
出
、
五
十
三
年
六
月
十
五

日
の
衆
参
の
社
会
労
働
委
員

会
に
お
い
て
審
議
、
六
月
十

六
日
の
衆
参
両
院
本
会
議
に

お
い
て
上
程
さ
れ
、
い
づれ

も
採
択
と
な
り
内
閣
に
送
付

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
業
界

の
永
年
の
懸
案
で
あ
る
課
題

は
、第
一関
門
を
通
過
し
た
。

全
浴
連
は
、
業
者
大
会
に

お
い
て

「公
衆
浴
場
の
施
設

確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
制

定
の
早
期
実
現
を
期
す
」
と

決
議
し
、
五
十
四
年
度
の
重

点
事
項
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
に
し
、
五
十
四
年
六
月
十

三
日
の
公
衆
浴
場
関
係
議
員

の
幹
部
に
よ
る
朝
食
会
を
開

催
し
、
法
律
制
定
と
昭
和
五

十
五
年
度
予
算
並
び
に
税
制

改
正
に
つ
い
て
陳
情
を
行
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
政
府
提
案
で

は
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
早
期
実
現
の
た
め

に
は
議
員
立
法
に
よ
る
こ
と

が
よ
い
と
判
断
し
、
十
二
月

四
日
朝
食
会
を
開
催
し
、
浴

場
関
係
衆
議
院
議
員
二
十
三

名
、
参
議
院
議
員
六
名
と
全

浴
執
行
部
が
協
議
し
、
法
案

対
策
の
窓
口
と
し
て
水
平
豊

彦
先
生
（愛
知
六
区
）
、

佐
々
木
満
先
生

（秋
田
）
に

決
定
し
、
厚
生
省
、
法
制
局

と
の
折
衝
に
あ
た
っ
て
も
ら

い
、
関
係
議
員
全
員
が
支
援

す
る
こ
と
を
約
束
、
業
界
で

は
沢
井
理
事
長
、
西
田
副
理

事
長
、
中
島
、
阿
部
、
平
田

各
常
務
が
担
当
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
全
浴
と
厚

生
省
環
境
衛
生
局
長
、
田
中

指
導
課
長
、
前
田
、
福
田
補

佐
と
意
見
交
換
を
行
な
い
、

さ
ら
に
五
十
五
年
二
月
八
日

に
小
沢
辰
男
先
生
、
水
平
先

生
と
厚
生
省
、
全
浴
連
が
会

合
し
、
沢
井
理
事
長
よ
り
法

律
制
定
は
、
全
浴
の
至
上
課

題
で
あ
り
、
来
る
秋
田
大
会

ま
で
に
、
お
お
よ
そ
の
め
ど

が
つ
く
よ
う
進
め
て
ほ
し
い

と
強
く
要
望
し
た
。

そ
の
後
、
斉
藤
邦
吉
先
生

（前
幹
事
長
）
、
徳
永
正
利

先
生

（
参
議
院
議
員
会

長
）
、
住
栄
作
先
生
（自
民

党
社
会
部
会
長
）
、
塩
崎
潤

先
生

（総
務
局
長
）
を
は
じ

め
関
係
議
員
に
数
回
に
わ
た

り
促
進
方
を
陳
情
す
る
と
と

も
に
柳
瀬
孝
吉
先
生

（確
保

対
策
推
進
委
員
会
委
員
長
）

に
何
度
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
全
国
環
衛
中
央
会
に
も

支
援
方
を
要
請
、
三
月
四

日
、
五
日
に
は
衆
議
院
予
算

委
員
会
第
三
部
会
で
国
会
質

問
が
な
さ
れ
、
厚
生
大
臣
、

環
境
衛
生
局
長
、
そ
の
他
関

係
省
庁
の
局
長
が
そ
れ
ぞ
れ

答
弁
し
た
。（次
号
に
つ
づ
く
）

東

北

関

東

甲

信

越

東
海

北
陸

近

畿

中

国

四

国

九

州

都 道 府 県 別 入 浴 料 金 表

平成 １４年 １ １月 １日現在

県 名 施行年月日
入 浴 料金

大 人 中 人 小 人 洗 髪

円 円 円 円
１ ３． ９． １

９． ７．２ ９

１ ０． ４．１ ５

９． ４．２ ０

１ ２． ４． １

７ ． ４ ． １

１ ０． ３．１ ０

１ ０． ３． １

１ ３． ３．１ ０

１ ２．１ ０． １

９．１ ２． １

９．１ １． ８

１ ２． ５．２ １

１ ２． ８． １

１ １．１ ２．２４

１ ３． ３．１ ０

９ ． １ １ ． １

１０． ３．１ ０

１２． ７．１ ９

１３． ４． １

８ ． １ ． １

９．１０．１ ５

１ １． ５．２ ５

１２． ９．２ ５

１３． ３． １

１２．１０． １

１２．１０．２ ０

１ １． ７．１０

１ ３． ２． １

１２． １．１ ５

１ ３． ５．１８

１ １．１２． １

９． ２．１ ５

８． ３． ８

１ ２． ９． １

９ ． ２ ． １

９ ． ５ ． １

８ ． ４ ． １

１ ３． ４． １

１ ２． ６． １

９．１ １．１０

８． ２．１５

５．１ ２． １

１ ０． ３． １

９ ． ４ ． １

１ ２． ４．２ ０

５ ５．１ １． ６

３７０

３５０
３５０

３６０
３６０
３００

３５０
３５０

３７０

３８０

３６０

３８５
４００
４００

３５０
３６０
３５０
３４０

３８０

３６０
３００

３５０
３５０
３５０
３５５
３５０

３６０
３４０
３５０

３４０
３５０

３５０
３４０
３００

３１０
３００
３００

３００
３３０

３７０
３００
２８０

３００
３３０
３００

３３０
２００

１４０

１５０
１００

１４０
１３０

１２０

１３０
１３０

１５０
１８０

１５０
１７０

１８０

１８０

１７０
１５０
１４０

１２０
１５０
１５０
１５０

１３０
１２０
１２０

１４ ０
１４ ０
１３０
１３０

１４ ０
１４ ０
１３０

１５０
１５０
１３０

１２０
１１０

１２０

１００

１３０

１７０
１５０
１３０

１４０
１２０
１３０

１３０
１００

７０
６０
７０

８０
９０

８ ０
８０

７０

８０

７０

７０
７０
８０

８０
７０
７０
７０

６０
７０
７０

７０
５０
６０
６０

８０
６０
６０

６０
８０
８０

６０
７０
８０
７０

６０
６０

６０
６０
６０

６０
８０
８０

７０
６０

６０
７０
７０

０
０

０
０

０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
１０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０

０
０
０

５０
０
０

０
０

３０

北海道 北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
埼 玉
群 馬
千 葉
東 京
神奈川
山 梨
長 野
新 潟
静 岡
愛 知
岐 阜
三 重
石 川
富 山
福 井
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山
岡 山
広 島
山 口
島 根
鳥 取
香 川
愛 媛
徳 島
高 知
福 岡
長 崎
佐 賀
大 分
熊 本
宮崎
鹿児島
沖 縄
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